
事業番号 - - -

（ ）

(目) 諸謝金 - -

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 委員等旅費 0.3 0.3

翌年度へ繰越し（D) - ▲ 12 - -

0.4

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

各大学が、時代の変化に応じ多様な教育プログラムを持続的に提供していくためには、全学横断的な改善・改革の循環を生み出す基盤・システムを学内に形成することが不可欠
であり、これらへの対応と一体的に幅広い教養と深い専門性を持った人材育成に向けた教育改革を実現する取組を支援。
具体的には、以下の３テーマについて新たな教育プログラムを構築・実施。（メニューⅠ及びⅡ：令和２年度より、メニューⅢ：令和３年度より）
  ・メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム （レイトスペシャライゼーションプログラム、ダブル・メジャープログラム、分野融合の学位プログラム等）
  ・メニューⅡ：非凡な才能をもった学生に「個別最適化した学び」を実現するための、出る杭を引き出す教育プログラム
  ・メニューⅢ：授業科目を大胆に絞り込み、一定期間、精選された授業科目を週複数回実施し、密度の濃い学修を実現する、インテンシブ教育プログラム

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 295 439 446.6

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

348 501 448.4 324.4 192.2

予備費等（E) ▲ 61 - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 409 513 436.4 324.4 192.2

- - 12

定額

令和2年度
事業終了

（予定）年度
令和6年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0152

文部科学省

政策 4　個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

Society5.0時代等に向け、狭い範囲の専門分野の学修にとどまるのではなく、今後の社会や学術の新たな変化や展開に対して柔軟に対応しうる能力を有する幅広い教養と深い専
門性を持った人材育成を実現するため、全学的な教学マネジメントの確立を図りつつ新たな教育プログラムを構築・実施するとともに、質と密度の高い主体的な学修を実現すること
を目的とする。

大学教育・入試課
大学教育・入試課長
古田　和之

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

・「成長戦略実行計画」（令和元年6月21日 閣議決定）
・「成長戦略フォローアップ」（令和元年6月21日 閣議決定）
・「経済財政運営と改革の基本方針2019」（令和元年6月21日 閣議決定）
・「ＡＩ戦略2019」（令和元年6月11日 統合イノベーション戦略推進会議決定）

事業名 知識集約型社会を支える人材育成事業 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 4-1  大学などにおける教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 科学技術振興費、教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-4_1.pdf

(目)

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/intelligence.htm

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 324.4

102%

0.4

執行率（％）
=(G)/(F)

85% 88% 100%

高等教育振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
72%

主な増減理由（・要望額・予備費）

86%

令和6年度要求

(目)

(目)

319.3

　

　

　

(目)

4.4 4.6

186.9

大学改革推進等補助金

知識集約型社会を支える人材育成事業

庁費

職員旅費

その他

192.2

・学術研究や産業社会においては、分野を超えた専門知の組合せが必要とされる時代であり、一般教育・共通教育においても従来の学部・研究科等の組織の枠を超えた幅広い分
野からなる文理横断的なカリキュラムが必要。
・産業界においても、新しい事業開発や国際化の進展の中で、高度な専門知識を持ちつつ普遍的な見方のできる能力を備えた人材育成が求められている。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

55 5

成果実績

512

目標値 ％ -

98 512

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

5

今後の社会や学術の新たな変化や展開に対して柔軟に対応しうる能力を有する幅広い教養と深い専門性を持った人材育成を実現することを目標とし各プログラ
ムを実施することから、事業に必要な実施体制の構築、魅力あるプログラムの開発を行うことにより、カリキュラムの参加学生数が進捗するものと想定されるため。

-

80％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

5

-

100

6

各学校の取組の進捗状況等について評価を行う中間評価や事業の成果について評価を行う事後評価においては、各大学が採択時に目標とした学生の参加数や
カリキュラム数、実施体制などを総合的に判断することから、事業全体が目標に到達していれば、A評価以上を取得でき、幅広い教養と深い専門性を持った人材育
成とそのための教育システム改革を達成することができたものと考えられるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文部科学省における事業実施状況調査
※令和２年度まではカリキュラム構築準備を実施しており、３年度よりカリキュラムの展開が始まることから、実績は３年度より記載。

令和2年度 令和3年度

-

6 年度

幅広い教養と深い専門性を持った人材
育成のための教育システム改革の実
現

中間評価・事後評価のA評価
以上の件数

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

文理横断・学修の幅を広げる教育プロ
グラムの構築・実施

教育プログラムの事業実施件
数

活動実績

年度

100 100

定量的な成果指標 単位

件 5

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

5

活動目標 活動指標

5

達成度 ％

文理横断・学修の幅を広げる教育プロ
グラムによる幅広い教養と深い専門性
を持った人材の育成

構築されたカリキュラムの参
加学生の割合

成果実績 ％ - 98

-

複雑・高度化する社会課題等に対して、普遍的な見方から事象の全体像を捉える能力を備えつつ、文系理系・分野を越えた複数の深い専門知の組み合わせから
アプローチできる力を備えた人材育成を進めるため、取組を行う学部等において、複数のディシプリン（学問の知識体系）や、それぞれの基盤となる原理や思考の
フレームワークを理解・修得し、その修得した知識・スキルを実際の社会に適用することのできる能力を育成するカリキュラムを構築するとともに、モデルとして普遍
化し、学内及び他大学に普及・展開する教育プログラムを構築する大学等に対する補助を行う。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

知識集約型社会を支える人材育成事業（メニューⅠ） 中間・事後評価結果

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

5

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

件 - - 4

目標値 件 - - 5



活動内容②
（アクティビティ）

特定の分野で特に優れた資質を有する学生に早期から更に高い水準の教育機会を提供し、その才能の一層の伸長を図ることで、知識集約型社会において我が
国を牽引していく人材を養成するカリキュラムを構築し、学内及び他大学に普及・展開する教育プログラムを構築する大学等に対する補助を行う。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

出る杭を引き出す教育プログラムの構
築・実施

教育プログラムの事業実施件
数

活動実績 件 1 1 1 - -

当初見込み 件 1 1 1 1 1

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

出る杭を引き出す教育プログラムの構築・実施を行う中で、高度な教育内容の提供、分野の連続性に配慮しつつ早期履修を可能とするカリキュラムを構築し、非
凡な才能をもった学生に、魅力ある先端研究を見据えた「個別最適化した学び」を実現するための修士課程の科目を学士課程で数多く実施するものと想定される
ため。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

特定の分野で特に優れた資質を有する
学生に対する早期からの更に高い水準
の教育機会提供による人材養成カリ
キュラムの構築

修士科目の学士課程におけ
る先行履修科目数

成果実績 件 - - 23 -

目標値 件 - - 24 24

達成度 ％ - - 95.8 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文部科学省における事業実施状況調査
※令和３年度まではカリキュラム構築準備を実施しており、４年度よりカリキュラムの展開が始まることから、目標は実施大学にて４年度より設定。

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

各学校の取組の進捗状況等について評価を行う中間評価や事業の成果について評価を行う事後評価においては、大学が採択時に目標としたカリキュラムで構築
した修士科目の学士課程における先行履修科目数など、各種指標を総合的に判断することから、事業全体が目標に到達していれば、A評価以上を取得でき、幅広
い教養と深い専門性を持った人材育成とそのための教育システム改革を達成することができたものと考えられるため。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

知識集約型社会を支える人材育成事業（メニューⅡ） 中間・事後評価結果

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

6 年度

幅広い教養と深い専門性を持った人材
育成のための教育システム改革の実
現

中間評価・事後評価のA評価
以上の件数

- - 1 -

目標値 件 - - 1 1

達成度 ％ - - 100 -

成果実績 件

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

当初見込み 件 - 3 3

目標値 人 - - 799 799

活動内容③
（アクティビティ）

学士課程において、各学期で精選された授業科目を週複数日実施することで、密度の濃い教育課程を実現するための教育システム改革を進める大学等に対する
補助を行う。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

インテンシブ教育プログラムの構築・実
施

教育プログラムの事業実施件
数

活動実績 件 - 3 3 -

3 3

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

インテンシブ教育プログラムの構築・実施する中で、授業科目を大胆に絞り込み、精選された授業科目を週複数回実施することにより、プログラムの履修学生に対
し密度の濃い学修が提供され、幅広い教養と深い専門性を持った人材の育成が進捗することが想定されるため。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

インテンシブ教育プログラムによる幅広
い教養と深い専門性を持った人材の育
成

インテンシブ教育プログラムを
履修する学生の数

成果実績 人 - - 238 -

達成度 ％ - - 29.8 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文部科学省における事業実施状況調査
※令和３年度から支援を開始したメニューであり、令和３年度まではカリキュラム構築準備を実施し、４年度以降、一部のカリキュラムを試行し順次展開することか
ら、実績は４年度より記載。

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

各学校の取組の進捗状況等について事業の成果について評価を行う事後評価においては、各大学が採択時に設定した達成目標や実施体制などを総合的に判断
することから、事業全体が目標に到達していれば、A評価以上を取得でき、幅広い教養と深い専門性を持った人材育成とそのための教育システム改革を達成する
ことができたものと考えられるため。

3

達成度 ％ - - - -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

知識集約型社会を支える人材育成事業（メニューⅢ） 事後評価結果

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

6 年度

幅広い教養と深い専門性を持った人材
育成のための教育システム改革の実
現

事後評価のA評価以上の件数

成果実績 件 - - - -

目標値 件 - - -



- -

目標年度における効果測定に関する評価（令和7年度実施)

-
点検結果

効果的に各大学の教育改革とマネジメント改革を一体的に展開させる取組を採択、支援す
るものとする。プログラムの着実な実施に向け、毎年度、各採択事業の進捗状況をフォロー
アップするほか、メニューⅠ及びⅡについては補助期間の3年目となる令和4年度に中間評
価を実施した。各大学からは、申請時点において取組に係る成果指標を提出させることとし
ており、事業の進捗確認においても活用する。

-

-

この事業は、概ね計画通りに実施されていると考えられるが、本格的に修了生が輩出され始めることから、引き続き事業の成果のより的確な把握に努めるべきで
ある。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0145

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0009

-

-

令和2年度 文部科学省 新02 0011

0146

令和4年度 2022 文科 21

プログラムが円滑に進むよう選定校それぞれにプログラムの日常的な進捗状況の把握、相談、助言等を行うPO（プログラムオフィサー）を置くこととする。また、事
業の実績・成果をより効果的・効率的に活用するため、選定校間のネットワークを活用するなど、取組の加速や補助期間終了後の定着に努める。なお、事業期間
終了後の令和7年度には事後評価を行い、各大学における取組の改善と定着、取組成果の他大学への普及に資することとしている。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

文部科学省 新32

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

各採択事業においては、一定の成果指標において達成目標を定めており、外部有識者からなる事業委員会による実地訪問を含むヒアリング等を介し、上記指標
の確認に加え、当初計画の達成状況及び事業の進捗状況や成果を把握するとともに、フォローアップ等を行っていく予定である。

事業内容の一部改善

執行等改善

-

平成30年度 -

平成23年度 -

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 -

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

16 その他 会議費、外注費、印刷製本費等

会議出席旅費、現地訪問旅費等 7

旅費 調査旅費、外部人材招聘旅費等 3 物品費

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

物品費 学習環境整備、消耗品等 7 旅費

計 50 計 47

消耗品費 1

15

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費・謝金 事業運営に係る専門人材、事務補佐員への人件費等 24 人件費・謝金 業務担当職員人件費、事業委員会委員手当等 24

その他 システム管理・改修経費、印刷製本費、会議費等

文部科学省

448百万円

狭い範囲の専門分野の学修にとどまるのでは

なく、今後の社会や学術の新たな変化や展開

に対して柔軟に対応しうる能力を有する幅広い

教養と深い専門性を持った人材育成を実現す

るため、全学的な教学マネジメントの確立を図

りつつ新たな教育プログラムを構築・実施する

取組を支援。

庁費         7百万円
委員等旅費  0.4百万円
職員旅費  0.4百万円

【補助金等交付】

A．国立大学法人等（9大学）

394百万円

狭い範囲の専門分野の学修にとどまるのではなく、今

後の社会や学術の新たな変化や展開に対して柔軟に

対応しうる能力を有する幅広い教養と深い専門性を

持った人材育成を実現するため、全学的な教学マネジ

メントの確立を図りつつ新たな教育プログラムを構築・

実施。

B．独立行政法人日本学術振興会

47百万円

知識集約型社会を支える人材育成事業の審査・

評価、公表・普及等を実施。

【補助金等交付】

なお、金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しない場合がある。

含む



支出先上位１０者リスト

A.

B

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 独立行政法人日本学術振興会 1010005006890 審査・評価等業務 47 補助金等交付 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

9 学校法人五島育英会 7011005000358 メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム 29 補助金等交付 - - -

- -

8 学校法人早稲田大学 5011105000953 メニューⅢ：インテンシブ教育プログラム 30 補助金等交付 - -

- - -

7 学校法人麻布獣医学園 3021005002373 メニューⅡ：出る杭を引き出す教育プログラム 40 補助金等交付 -

6 国立大学法人信州大学 3100005006723 メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム 47 補助金等交付

-

5 学校法人栗本学園 1180005007369 メニューⅢ：インテンシブ教育プログラム 48 補助金等交付 - - -

- -

4 国立大学法人新潟大学 3110005001789 メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム 49 補助金等交付 - -

- - -

3 国立大学法人千葉大学 2040005001905 メニューⅢ：インテンシブ教育プログラム 50 補助金等交付 -

2 学校法人大正大学 1013305000431 メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム 50 補助金等交付

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 国立大学法人金沢大学 2220005002604 メニューⅠ：文理横断・学修の幅を広げる教育プログラム 50 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率
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